
下
水
道

●
三
五
％
の
水
洗
化
率

　
横
浜
市
の
下
水
道
は
明
治
一
七
年
に
中
区
関
内
、
山
下
町
方
而
に

下
水
管
き
ょ
が
築
造
さ
れ
た
の
を
最
初
と
し
て
。
市
街
地
の
一
部
に

下
水
管
が
布
設
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
戦
前
に
お
い
て
は
系
統
的
な
下

水
道
整
備
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
戦
後
も
、
長
期
に
わ
た
る
米
軍
の
接
収
等
に
よ
り
、
総
合
的
な
都

市
計
画
が
立
て
ら
れ
ず
、
系
統
的
な
下
水
道
整
備
へ
の
着
手
が
で
き

な
か
っ
た
。

　
系
統
的
な
下
水
道
整
備
は
昭
和
二
五
年
か
ら
の
鶴
見
区
平
安
、
市

場
、
汐
田
地
区
な
ど
に
対
す
る
浸
水
対
策
事
業
が
始
め
で
あ
る
が
、

下
水
処
理
を
伴
う
本
格
的
な
下
水
道
整
備
は
昭
和
三
二
年
か
ら
で
あ

る
。

　
昭
和
三
八
年
に
は
第
一
次
下
水
道
整
備
五
か
年
計
画
を
策
定
し
、

以
後
、
事
業
費
は
計
画
を
改
定
す
る
ご
と
に
飛
躍
的
に
拡
大
し
て
き

て
い
る
。

　
市
で
は
全
市
域
を
九
つ
の
処
理
区
域
に
分
け
、
一
一
か
所
の
下
水

処
理
場
の
建
設
を
計
画
し
て
い
る
が
、
現
在
七
か
所
が
稼
働
し
て
い

図4－37　水洗化人口普及率の推移
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る
。
ま
た
下
水
道
管
の
延
長
は
約
三
千
に
㎞
に
達
し
、
水
洗
化
人
口
も

昭
和
五
三
年
度
末
九
六
万
三
千
人
に
達
し
て
い
る
（
図
４
－
3
7
）
。
し

か
し
、
他
の
大
都
市
の
よ
う
に
戦
前
か
ら
の
下
水
道
施
設
の
ス
ト
ッ

ク
が
な
か
っ
た
こ
と
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
政
策

に
よ
る
郊
外
地
の
市
街
化
に
よ
る
人
口
急
増
の
た
め
、
水
洗
化
普
及

率
は
昭
和
五
三
年
度
末
約
三
五
％
と
指
定
都
市
の
中
で
も
低
位
で
あ

る
（
図
４
－
3
8
）
。

　
現
在
、
第
四
次
下
水
道
整
備
五
か
年
計
画
（
昭
和
五
一
年
度
～
昭

和
五
五
年
度
）
を
実
施
中
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
順
調
に
進
捗
し
て
い
る

の
で
、
今
後
水
洗
化
普
及
率
は
急
速
に
向
上
し
て
く
る
も
の
と
考
え

図4－38水洗化普及率大都市比較1
1
8
生
活
環
境

ら
れ
る
。

　
下
水
道
事
業
の
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
市
内
を
流
れ
る
鶴
見
川

等
、
主
要
な
河
川
の
水
質
環
境
基
準
の
達
成
、
維
持
や
、
近
く
導
入

さ
れ
る
東
京
湾
の
総
量
規
制
に
対
応
す
る
た
め
の
下
水
処
理
の
高
度

化
、
下
水
処
理
に
伴
っ
て
発
生
す
る
汚
泥
の
処
理
、
処
分
問
題
等
が

あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
工
場
排
水
の
規
制
、
監
視
、
指
導
等
の
強
化

も
重
要
な
施
策
で
あ
る
。
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